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令和８年１０月　日
職員の皆さんへ
令和９年度予算編成にあたって
富田林市長　𠮷村　善美
支出の予算編成は、漫然とこれまで実施してきた取組みを継続するのではなく、常に改善意識や問題解決への意識を持ちながら、優先順位や費用対効果を考え、今より改善や見直しできる点はないか、新たに取り組むべき事業の財源やマンパワーを生み出せないかの視点を念頭に検討してください。
収益面では、下水道事業の根幹となる下水道使用料及び浄化槽使用料の令和９年度予算額が前年度予算額と比較して約６００万円（０．４％）減少する見込みです。費用面では、流域下水道維持管理負担金の令和７年度決算額が、前年度から約３，７２０万円（５．６％）増加しています。また、近年は最大震度７の熊本地震や、千葉県・北陸地方などにおけるレベル５の大雨特別警報など、日本各地で自然災害が頻発しています。災害に強く持続可能な下水道を築くことの必要性がますます高まってきていることから、補助対象とならない補修工事についても計画的、効率的に進めていく必要があります。さらに、紛争による世界情勢の悪化や金利の上昇、為替変動などによる物価高騰が依然として続いていることも支出を増大させる懸念材料となります。
このように、収益、費用の両面から収支が悪化する傾向が続くことが予想され、今後も厳しい経営状況下にあることを認識し、市民の幸せのために建設的な議論を行い、予算編成に取り組んでください。
以上、令和９年度予算編成の基本方針とします。
